
新潟大学 倫理審査委員会 オプトアウト書式 

①研究課題名 敗血症剖検症例における CD38 及び関連シグナル分子の発現検討 

②対象者及び対象期間 

研究対象： 

2001 年以降に当院で死亡後に病理解剖を行われ、かつ以下の２つを満たす患者さま。 

1. 細菌感染による全身の強い炎症 (敗血症)がみられた。 

2. 敗血症の発症後に急激に腎臓の機能が悪化した。 

研究全体の期間： 

倫理委員会承認後から 2026 年 3 月末日まで。 

③概要 

ご家族から同意を得て病理解剖後に保管されていた臓器のブロックを使用します。 

本研究のために研究対象となるご本人の情報を使用してほしくない場合は、下記の問い合わせ先に

ご連絡ください。研究に参加いただけない場合でも、将来にわたってご家族の方々に不利益が生じ

ることはありません。 

④申請番号         2023-0127 

⑤研究の目的・意義 敗血症を悪化させる原因分子を探索することを目的とします。この研究

によって敗血症を悪化させる要因の解明につながり、それによって新た

な治療薬の開発につながる可能性があります。 

⑥研究期間 倫理審査委員会承認日から 2026 年 3 月 31 日まで。 

⑦情報の利用目的及び

利用方法 

基礎実験から候補として疑われた敗血症を悪化させる原因分子につい

て、敗血症で亡くなられた患者さまの臓器でも同様の分子がみられるか

確認することを目的とします。提供していただく情報については、氏名

を消す代わりに研究用の番号をつけて管理し、その情報だけでは誰のも

のかわからない状態で利用します（いわゆる匿名化）。 

⑧利用または提供する

情報の項目 

病理解剖後に保管された臓器ブロック 

⑨利用する者の範囲 新潟大学で利用いたします。 

新潟大学医歯学総合研究科 腎・膠原病内科学分野 成田 一衛  

○10 試料・情報の管理に

ついて責任を有する者 

新潟大学医歯学総合研究科 腎・膠原病内科学分野 成田 一衛  

○11 お問い合わせ先 本研究に対する同意の拒否や研究に関するご質問等ございましたら下記

にご連絡をお願いします。 

所属：新潟大学医歯学総合研究科 腎・膠原病内科学 

氏名：大塚 忠司 Tel：025-227-2200  

E-mail：tadashioo.kt8@nuh.niigata-u.ac.jp 

 


